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(57)【要約】
【課題】超音波データにおいて関心領域を決定するため
の方法及びシステムを提供すること。
【解決手段】超音波データにおいて関心領域を決定する
ための方法及びシステムを提供する。一方法（３０）は
、収集超音波データ組内部でＲＯＩを規定する工程（３
２）と、収集超音波データ組内部で複数の異なる画像面
を特定する工程（３２）と、を含む。本方法はさらに、
複数の画像面に基づいてＲＯＩの少なくとも１つの境界
から有意なエッジを決定する工程（３４）と、決定した
有意エッジに基づいてＲＯＩを調整する工程（４６）と
、を含む。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波データ組内で関心領域（ＲＯＩ）を修正するための方法（３０）であって、
　収集した超音波データ組内部でＲＯＩを規定する工程（３２）と、
　収集超音波データ組内部で複数の異なる画像面を特定する工程（３２）と、
　複数の画像面に基づいてＲＯＩの少なくとも１つの境界から有意なエッジを決定する工
程（３４）と、
　決定した有意エッジに基づいてＲＯＩを調整する工程（４６）と、
を含む方法（３０）。
【請求項２】
　有意エッジを決定する前記工程（３４）は明るい画素から暗い画素への変化に対応して
境界を特定する工程を含む、請求項１に記載の方法（３０）。
【請求項３】
　有意エッジを決定する前記工程（３４）は組織画素から流体画素への変化に対応して境
界を特定する工程を含む、請求項１に記載の方法（３０）。
【請求項４】
　有意エッジを決定する前記工程（３４）は複数の画像面の各々について別々に実行され
ている、請求項１に記載の方法（３０）。
【請求項５】
　複数の画像面の各々に関する有意エッジが概ね同じ箇所にあるか否かを判定する工程（
３８）をさらに含む請求項４に記載の方法（３０）。
【請求項６】
　決定した有意エッジに合わせて曲線を当てはめる工程（４２）であって、決定した有意
エッジにより規定された輪郭からの最小距離決定に基づいた曲線当てはめ工程（４２）を
さらに含む請求項１に記載の方法（３０）。
【請求項７】
　前記ＲＯＩがＲＯＩボックスによって規定されると共に、前記調整工程（４６）は該Ｒ
ＯＩボックスの１つの境界の高さと曲率の少なくとも一方を変更する工程を含む、請求項
１に記載の方法（３０）。
【請求項８】
　調整したＲＯＩの位置とズームレベルのうちの一方を変更する工程（４４）をさらに含
む請求項１に記載の方法（３０）。
【請求項９】
　ユーザ入力を受け取り該受け取ったユーザ入力に基づいて調整したＲＯＩを変更する工
程（４８）をさらに含む請求項１に記載の方法（３０）。
【請求項１０】
　関心対象に関する超音波データを収集するための超音波探触子（２０６）と、
　超音波データ内部の少なくとも２つの異なる画像面内部で関心領域（ＲＯＩ）を規定す
るためのユーザインタフェース（２２４）と、
　２つの画像面に基づいたＲＯＩの少なくとも１つの境界からの有意エッジの決定に基づ
いてＲＯＩを調整するように構成されたＲＯＩ規定モジュール（２３０）と、
を備える超音波システム（２００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示した主題は、全般的には超音波撮像システムに関し、またさらに詳細に
は超音波画像内で関心領域を決定するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波撮像システムは典型的には、様々な超音波走査（例えば、ボリュームや身体の撮
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像）を実施するための超音波データの収集を制御するように超音波システムに接続された
トランスジューサを有する超音波探触子などの超音波走査デバイスを含む。超音波システ
ムは通常、ユーザ入力の受け取りや収集した超音波画像の表示などのユーザとの対話のた
めのインタフェースを提供する制御部分（例えば、制御コンソールや可搬式ユニット）を
含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願第２００９／０１８２２２３　Ａ１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の超音波システムはユーザに対して、複数の２次元（２Ｄ）画像スライスからの３
次元（３Ｄ）画像の作成などの追加の処理のために収集ボリュームデータ組の内部で関心
領域（ＲＯＩ）を規定することを可能にしている。例えば、胎児超音波用途ではそのＲＯ
Ｉを胎児の顔とすることがある。羊水などの周囲の流体や周囲の子宮組織のためにこのＲ
ＯＩは、３Ｄ画像内で顔全体が視認可能となるように３Ｄ画像内で胎児の顔を適正にレン
ダリングするために多くの回数の再調整を必要とすることがある。未熟練の超音波ユーザ
では適正な視覚化が得られるようにＲＯＩを規定することが非常に困難なことがあり、ま
た熟練したユーザであってもＲＯＩを移動させ再調整するために時間をかけなければなら
ない。したがって、後続の処理のための（関心対象エリアが妨害されないような）適正な
視覚化を得るためのＲＯＩの規定は、時間がかかりかつ困難な過程となる可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　様々な実施形態では、超音波データ組内で関心領域（ＲＯＩ）を修正するための方法を
提供する。本方法は、収集超音波データ組内部でＲＯＩを規定する工程と、収集超音波デ
ータ組内部で複数の異なる画像面を特定する工程と、を含む。本方法はさらに、複数の画
像面に基づいてＲＯＩの少なくとも１つの境界から有意なエッジを決定する工程と、決定
した有意エッジに基づいてＲＯＩを調整する工程と、を含む。
【０００６】
　別の様々な実施形態では、超音波データ組内で関心領域（ＲＯＩ）を調整するための方
法を提供する。本方法は、少なくとも２つの画像面内部に規定した幅、高さ及び深さを有
するＲＯＩボックスに基づいてＲＯＩを決定する工程を含む。本方法はさらに、境界を規
定しているＲＯＩボックスの上辺から組織画素から流体画素へと移行している画素を特定
する工程と、該境界に基づいて輪郭に合わせて曲線を当てはめる工程と、を含む。本方法
はさらに、当てはめた曲線に基づいてＲＯＩボックスの高さを調整する工程を含む。
【０００７】
　さらに別の様々な実施形態では、関心対象に関する超音波データを収集するための超音
波探触子と、超音波データ内の少なくとも２つの異なる画像面内部で関心領域（ＲＯＩ）
を規定するためのユーザインタフェースと、を含む超音波システムを提供する。本システ
ムはさらに、２つの画像面に基づいたＲＯＩの少なくとも１つの境界からの有意エッジの
決定に基づいてＲＯＩを調整するように構成されたＲＯＩ規定モジュールを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】様々な実施形態に従って超音波データ内部で関心領域（ＲＯＩ）を規定するた
めの方法の流れ図である。
【図１Ｂ】様々な実施形態に従って超音波データ内部で関心領域（ＲＯＩ）を規定するた
めの方法の流れ図である。
【図２】画像の一部分を妨害する組織を有するレンダリング済み画像を表したスクリーン
ショットの図である。
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【図３】画像スライスに対応する画像面を表したスクリーンショットの図である。
【図４】別の画像スライスに対応する画像面を表したスクリーンショットの図である。
【図５】別の画像スライスに対応する画像面を表したスクリーンショットの図である。
【図６】様々な実施形態に従って決定した輪郭線を表した画像である。
【図７】様々な実施形態に従って決定した輪郭線を表した別の画像である。
【図８】様々な実施形態に従って調整したＲＯＩ及び対応するレンダリング済み画像を表
したスクリーンショットの図である。
【図９】様々な実施形態に従ったＲＯＩ規定モジュールを含む診断撮像システムのブロッ
ク図である。
【図１０】様々な実施形態に従って形成された図９の診断撮像システムの超音波プロセッ
サモジュールのブロック図である。
【図１１】その中で様々な実施形態を実現し得る３Ｄ機能小型化超音波システムを表した
図である。
【図１２】その中で様々な実施形態を実現し得る３Ｄ機能の携行式またはポケットサイズ
超音波撮像システムを表した図である。
【図１３】その中で様々な実施形態を実現し得る３Ｄ機能コンソールタイプ超音波撮像シ
ステムを表した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　上述した要約、並びに本発明のある種の実施形態に関する以下の詳細な説明は、添付の
図面と共に読むことによってさらに十分な理解が得られよう。これらの図面が様々な実施
形態の機能ブロックからなる図を表している場合も、必ずしもこれらの機能ブロックがハ
ードウェア回路間で分割されることを意味するものではない。したがって例えば、１つま
たは複数の機能ブロック（例えば、プロセッサやメモリ）を単一のハードウェア（例えば
、汎用の信号プロセッサ、ランダムアクセスメモリの１ブロック、ハードディスク、その
他）の形、あるいは複数のハードウェアの形で実現させることがある。同様にそのプログ
ラムは、スタンドアロンのプログラムとすること、オペレーティングシステム内のサブル
ーチンとして組み込まれること、インストールしたソフトウェアパッケージの形で機能さ
せること、その他とすることができる。こうした様々な実施形態は図面に示した配置や手
段に限定されるものではないことを理解すべきである。
【００１０】
　本明細書で使用する場合、単数形で「ａ」や「ａｎ」の語を前に付けて記載した要素や
工程は、これに関する複数の要素や工程も排除していない（こうした排除を明示的に記載
している場合を除く）と理解すべきである。さらに、本発明の「一実施形態」に対する言
及は、記載した特徴も組み込んでいる追加的な実施形態の存在を排除すると理解されるよ
うに意図したものではない。さらに特に明示的に否定する記述をしない限り、ある具体的
な性状を有する１つまたは複数の構成要素を「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」または
「有する（ｈａｖｉｎｇ）」実施形態は、当該性状を有しない追加的な構成要素も含むこ
とがある。
【００１１】
　様々な実施形態により、超音波データ組内で関心領域（ＲＯＩ）を規定または調整する
ためのシステム及び方法が提供される。例えば、実施形態のうちの少なくとも１つの実施
によって、その画像をレンダリングするためのＲＯＩが自動調整されており、これには関
心対象（例えば、胎児）の観察を妨害する流体や組織を取り除くためにＲＯＩを自動的に
調整することを含むことがある。少なくとも１つの実施形態の技術的効果の１つは、引き
続いてレンダリングを受けることがあるＲＯＩを自動特定し、これによりＲＯＩの高さや
曲率などＲＯＩを調整する時間を短縮できることである。さらに、少なくとも１つの実施
形態を実施することによって、ＲＯＩの調整に必要となる超音波システムユーザの技術ス
キルも緩和される。
【００１２】
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　したがって様々な実施形態は、超音波データ組内で関心対象ボリュームからの複数の画
像面を用いてＲＯＩを自動で規定または特定する。その関心対象が胎児であるようなＲＯ
Ｉの規定及び調整と関連して様々な実施形態を記載しているが、これらの様々な実施形態
は別の超音波撮像用途並びに例えばコンピュータ断層（ＣＴ）撮像や磁気共鳴（ＭＲ）撮
像などの別の撮像様式と連携して実現されることもある。
【００１３】
　図１には、超音波データ組内部でＲＯＩを規定するための方法３０の一実施形態を表し
ている。方法３０は、その画像をレンダリングするためにＲＯＩを自動的に調整し、これ
により例えば関心対象の観察を妨害する組織がこのＲＯＩから除去される。例えば図２は
、超音波画像の表示の一部または全部を形成するスクリーンショット６０である。スクリ
ーンショット６０は、３つの四分表示区画のそれぞれにある３つの画像面６２、６４及び
６６を表している。図示した画像面６２、６４及び６６は、撮像した胎児の超音波画像デ
ータ組内の任意のまたは選択した画像面に対応する。画像面６２、６４及び６６（画像面
Ａ、Ｂ及びＣと特定することもある）は一般に、画像を収集した超音波探触子の軸と整列
した像（画像面Ａ）、画像面Ａと直交する像（画像面Ｂ）、並びに画像面ＡとＢの両面と
直交しかつ超音波探触子の走査表面と概して平行なコロナル像（画像面Ｃ）のそれぞれに
対応する。
【００１４】
　画像面６２、６４及び６６の各々は、各画像スライス内のＲＯＩ（例えば、撮像した胎
児の一部）をそれぞれ規定するＲＯＩボックス６８、７０及び７２として図示したＲＯＩ
規定部分を一緒に表している。ＲＯＩボックス６８、７０及び７２は、関心対象の同じＲ
ＯＩを異なる面から規定していることに留意すべきである。図２に示したＲＯＩボックス
６８、７０及び７２は、例えば画像面６２、６４及び／または６６のうちの１つに対応す
る１つの画像ビュー内でユーザにより手作業で位置決めされることがあり、あるいは例え
ば目標対象物（例えば、胎児）に関する輪郭検出処理を含み得るテンプレートまたはマッ
チング処理など画像内部におけるランドマークの特定に基づいて決定されることがある。
さらにＲＯＩは、様々な形状の要素により規定されることがあり、ボックス形に限定され
ない。したがってこのＲＯＩボックスは、正方形や矩形の領域、あるいは別の形状の領域
によって規定されることがある。ＲＯＩボックスは一般に、幅、高さ及び深さによって規
定される（これについては、本明細書においてより詳細に記載している）。
【００１５】
　画像７４は、ＲＯＩボックス７６に対応するＲＯＩボックス６８、７０及び７２により
規定されるＲＯＩのレンダリング済み画像である。胎児７８の３Ｄレンダリング済み画像
で確認できるように、具体的なある関心対象エリアを含み得る胎児７８の一部分（この場
合では、胎児７８の顔）が、レンダリングされた組織８０によって妨害されている。した
がって、レンダリング済み画像７４を観察した後にユーザは、ＲＯＩボックス６８、７０
または７２のエッジのサイズや曲率を調整することによってＲＯＩを調整することが必要
となる。
【００１６】
　したがってレンダリング済み画像７４は、図面全体を通じて同じ参照番号が同じ部分を
表している図３～５のスクリーンショット９０、１００及び１１０にその全体を図示した
複数の画像面を用いて規定されるＲＯＩに基づく。図３は、画像面（画像面Ａ）６２に対
応する画像ボリューム９４（図示した実施形態では、胎児７８）内部の面９２を表してい
る。同様に図４は、画像面（画像面Ｂ）６４に対応する画像ボリューム９４内部の面１０
２を表している。さらに図５は、画像面（画像面Ｃ）６６に対応する画像ボリューム９４
内部の面１１２を表している。画像ボリューム９４は例証を目的として示したものであり
、必ずしもユーザに対して表示されるものでないことに留意すべきである。
【００１７】
　図示した実施形態の画像面６２、６４及び／または６６は、超音波探触子の軸と整列し
た画像面９２、画像面９２と直交する画像面１０２、並びに画像面９２と１０２の両面と
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直交しかつ撮像ボリューム内部の超音波探触子の走査表面と平行な画像面１１２の向きに
対応する。しかしこの画像面は、ボリューム９４の複数の異なる画像面６２、６４及び／
または６６のうちの任意の１つとすることができ、図示した画像面９２、１０２及び１１
２により示した向きに限定するものではない。したがって画像面６２、６４及び／または
６６のうちの１つまたは幾つかをボリューム９４内部で異なる向きとし異なる画像ビュー
により規定することがある。さらに、様々な実施形態は、２つの画像面や４つの画像面な
ど使用する画像面を３つより多くしたり少なくしたりしてＲＯＩを調整または規定するこ
とがある。
【００１８】
　したがって図１の方法３０は、３２において画像面データを取得または選択する工程を
含む。例えば、超音波データ組内の２つの異なる画像面に対応する少なくとも２つの画像
面が取得されており、これには関心対象の３Ｄデータ組などの保存済みの超音波データに
アクセスすること、あるいは患者を走査しかつ患者を走査している間または患者検査中（
ただし、必ずしも患者を走査している間である必要はない）にデータを取得することによ
って超音波データを収集することを含むことがある。画像面データは、例えば図３～５に
示した画像面６２、６４及び／または６６のうちの１つまたは幾つかに対応することがあ
る。幾つかの実施形態ではその画像面データは、互いに直交する２つの画像面を含む。
【００１９】
　様々な実施形態による超音波システムは、幾何学的にはドーナツ面（ｔｏｒｕｓ）の一
区画であるのが典型的である１つのボリュームを形成するようにファン形状の幾何学構成
で画像スライスを収集することに留意すべきである。本明細書において様々な実施形態に
よる画像面の取得や選択に言及している場合、これは一般的には収集ボリューム（例えば
、収集した３Ｄ超音波データ組）から１つまたは複数の任意の画像面を選択することを意
味している。
【００２０】
　画像面が取得された後に３４において、例えばＲＯＩボックスの１つの辺（図示した画
像で観察されるようなＲＯＩボックスの上辺すなわち上側の辺など）に沿ったまたはこれ
に関する有意なエッジを特定するために画像面の各々に関して有意エッジの決定が別々に
実施される。例えば、ＲＯＩボックスの１つの辺（ＲＯＩボックスの高さ並びにこの辺の
曲率に影響を及ぼすことがある）が自動的に調整されるようにしてＲＯＩボックスの上側
端に沿った有意エッジが決定されることがある。様々な実施形態ではそのＲＯＩボックス
の幅が不変のままであることに留意すべきである。しかし一般に、ＲＯＩボックスの辺の
うちの任意の１つまたは幾つかが方法３０を用いて調整される（例えば、位置や曲率が調
整される）ことがある。
【００２１】
　有意エッジの決定に関して幾つかの実施形態は、ＲＯＩボックスのエッジに沿って各画
素ごとに画素単位の解析を実行すると共にエッジから内方へ移動させ第１の有意なエッジ
を決定する。この第１の有意エッジは、画素の１つが明るい画素でありかつ画素の１つが
暗い画素であるような２つの画素間の境界として規定されることがある。この明るい画素
と暗い画素とは、明るい画素が一般に組織画素（例えば、撮像した子宮組織に対応する画
素）に対応しかつ暗い画素が一般に流体画素（例えば、撮像した羊水に対応する画素）に
対応するような所定の輝度しきい値（例えば、輝度レベル）によって規定することがある
。例えば、画像に対するフィルタ処理も含み得るような能動輪郭（ａｃｔｉｖｅ　ｃｏｎ
ｔｏｕｒ）法を実施することがある。具体的には、画素のうちのＲＯＩボックスエッジに
沿った第１の横列を解析し、その各々が確実に明るい画素（すなわち、組織画素）である
ように保証する。画素のうちのどれか１つが撮像された組織画素でない場合、開始画素横
列または開始画素を調整することがあり、これは自動的に実行させることや、ユーザによ
るＲＯＩボックスの移動またはＲＯＩボックスの辺の移動によって手作業で実行させるこ
とがある。したがって例えば図２を参照するとこの能動輪郭法は、ＲＯＩボックス６８及
び７０のそれぞれの境界６９及び７１に沿った画素からなる第１の横列とし得るようなＲ
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ＯＩボックス６８及び７０のエッジに隣接する第１の画素横列で開始させることがある。
様々な実施形態では横列全体の画素（例えば、ＲＯＩボックスの左側境界からＲＯＩボッ
クスの右側境界までの、すなわち幅全体にわたる画素）について明るい画素から暗い画素
への移行が解析されることに留意すべきである。明るい画素から暗い画素への移行が特定
される場合、この画素（複数のこともある）が輪郭の規定に使用するための第１の有意エ
ッジとしてマーキングされる。
【００２２】
　したがって図６及び７の画像１２０及び１２２のそれぞれに示したように、第１の有意
エッジの画素移行に対応して画像１２０及び１２２の各々について輪郭が特定される。画
像１２０及び１２２は胎児７８の直交する画像面に対応する。能動輪郭法を用いると画像
１２０及び１２２の各々に関して輪郭線１２４及び１２６がそれぞれ別々に特定されるこ
とが確認できよう。輪郭線１２４及び１２６は一般に、画像１２０及び１２２内の組織と
流体の間の境界を規定する。輪郭線１２４及び１２６は一般に、その外部では画像をレン
ダリングさせないようなＲＯＩの境界を規定する。画像内のノイズを低減するためのフィ
ルタ処理も実行されることがあることに留意すべきである。
【００２３】
　再度図１の方法３０を見ると、画像の各々において輪郭線を別々に（または、独立に）
決定し終えた後、３６において画像の各々の輪郭線により規定される有意エッジが比較さ
れる。例えば、２つの輪郭が概ね同じ輪郭及び／または曲率を有するか否かに関する判定
など、整合性に関する判定が実施される。幾つかの実施形態では３８において、輪郭線の
各々に沿った中心点が比較され、中心点の各々に対応する画素が互いから所定の偏差以内
（例えば、１０％以内またはある画素数以内）にあるなど、概ね同じ箇所にあるか否かが
判定される。したがって図６及び７に示したように、輪郭線１２４及び１２６のそれぞれ
の中心点１２８及び１３０が比較され、それぞれの位置が概ね同じであるか否かが判定さ
れる。例えば、中心点１２８及び１３０がＲＯＩボックスの元の境界から概ね同じ距離（
例えば、画素数）でありこれにより中心点１２８及び１３０が概ね同じ高さにあるか否か
に関して判定が実施されることがある。
【００２４】
　３８において中心点が概ね同じ箇所（元のＲＯＩボックス境界から同じ高さまたは距離
など）にないと判定された場合、４０においてＲＯＩは調整や規定を受けない。したがっ
てＲＯＩボックス境界は移動されず輪郭は変更されない。次いでユーザは例えば、ＲＯＩ
ボックスまたは境界を移動させて再度方法３０を開始させることがある。方法３０（方法
３０を用いて自動で実行させるＲＯＩボックスに対する調整または規定を含む）は、ユー
ザが超音波システムのユーザインタフェース上のボタン（例えば、ＲＯＩボックス調整ボ
タン）を押下することによって開始され得ることに留意すべきである。
【００２５】
　３８において中心点が概ね同じ箇所（元のＲＯＩボックス境界から同じ高さまたは距離
など）にあると判定された場合、４２において輪郭線に合わせて曲線が当てはめられる。
例えば輪郭線に沿った各点（例えば、各画素）ごとに、輪郭線に合わせた曲線の当てはめ
のための最小距離判定が実施されることがある。様々な実施形態では、この判定は両画像
面に関する輪郭線に依存する。例えばこの距離判定は、輪郭線の平均に基づいて実施され
ることがある。したがって、ＲＯＩボックスのエッジに関する最終的な境界は画像面の各
々ごとに同じ高さを有することになる。任意選択では４４において、対象のサイズに基づ
いてそのＲＯＩをシフトさせる、またはズームインやズームアウトさせることがあること
に留意すべきである。例えばＲＯＩが関心対象に対して小さ過ぎないようにしてそのＲＯ
Ｉが調整されることがある。幾つかの実施形態ではそのＲＯＩボックスは、当該のユーザ
インタフェース及びディスプレイに当てはまるように移動させ拡大させることがある。
【００２６】
　したがって当てはめた曲線に基づいて、ＲＯＩボックスの１つのエッジに関する境界が
画像面の各々において規定されると共に、４６において表示される。したがって図８に示
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すように、ＲＯＩボックス６８及び７０のそれぞれの境界６９及び７１が自動で調整され
る。境界６９及び７１に合わせて曲線を当てはめると（図２に相当する図８では）下に曲
がった湾曲した輪郭となることが確認できよう。境界６９及び７１の各々の高さ及び曲率
は同じである。境界６９及び７１に沿った「ｘ」は、境界６９及び７１に沿った最大の変
化点を示すこの曲率の頂点を規定している。したがって様々な実施形態では、決定した境
界に合わせて滑らかな線が当てはめられると共に、この線に沿った単一の制御点（「ｘ」
）を含む。
【００２７】
　その後に４８において、ユーザ調整を実施すべきか否かの判定が実施されることがある
。例えばユーザは視覚的検査から、ＲＯＩボックスの移動や再位置決めが必要があるか、
境界をさらに移動させる必要であるか、境界の曲率の変更が必要であるか（例えば、「ｘ
」マークのドラッグによる）、その他を決定することがある。この判定は、境界を自動決
定したＲＯＩボックスに基づいたレンダリング済み画像の作成前に実施されることも、作
成後に実施されることもある。したがってユーザ調整がなされない場合は、５０において
ＲＯＩボックスのこの１つの境界に対する自動調整に基づいてＲＯＩの画像がレンダリン
グされる。ユーザ調整がなされる場合は、５２において使用される調整済みＲＯＩボック
スに基づいてＲＯＩの画像がレンダリングすなわち再レンダリングされる。
【００２８】
　したがって図８に示すように画像７４は、ＲＯＩボックス７６に対応すると共に自動調
整された境界を有するＲＯＩボックス６８、７０及び７２によって規定されたＲＯＩのレ
ンダリング済み画像である。胎児７８の３Ｄレンダリング済み画像で確認できるように、
当該関心対象エリア（この場合では、胎児７８の顔１４０）が視認可能でありもはやレン
ダリング済み組織により妨害されていない。したがってユーザは、ＲＯＩボックスに関す
る自動決定の境界に基づいて胎児７８の顔１４０を観察することが可能である。
【００２９】
　様々な実施形態は本明細書に記載した特定の輪郭検出方法に限定されないことに留意す
べきである。具体的には方法３０は、例えば組織と流体の間の境界を特定した後に特定し
た境界により規定される輪郭に合わせて曲線を当てはめるような適当な任意の方法を実現
することがある。本方法は一般に、例えばＲＯＩまたは特定の関心対象エリアがレンダリ
ング済み妨害組織を伴わずにユーザに対して表示されるように、レンダリングさせるべき
でない組織を決定する。
【００３０】
　したがって様々な実施形態は、ＲＯＩの少なくとも１つの境界を決定しており、これに
よりＲＯＩの境界を調整することがある。その後にユーザはさらに、ＲＯＩまたはその境
界を手作業で調整することがある。決定した境界（様々な実施形態では自動で決定される
）によって、妨害画素（例えば胎児の顔などの関心対象エリアを妨害するようにレンダリ
ングされる組織）がより少ないまたは低減されたレンダリング済み画像が得られる。
【００３１】
　方法３０を含む様々な実施形態は、本発明の様々な実施形態に従って製作される超音波
システム２００のブロック図である図９に示すような超音波システム２００内で実現され
ることがある。超音波システム２００は、音響ビームの電気式または機械式の（例えば、
３Ｄ空間内における）ステアリングが可能であり、また本明細書でより詳細に記載してい
るように規定または調整し得るような対象または患者内の関心領域（ＲＯＩ）に関する複
数の２Ｄ描出または画像に対応する情報（例えば、画像スライス）を収集するように構成
可能である。超音波システム２００は、１つまたは複数の方向面において２Ｄ画像を収集
するように構成可能である。
【００３２】
　超音波システム２００は、ビーム形成器２１０のガイド下においてパルス状の超音波信
号を身体内に放出するように探触子２０６内部にあるアレイ状の素子２０４（例えば、圧
電素子）を駆動する送信器２０２を含む。多種多様な幾何学構成を使用することができる
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。超音波信号は血球や筋肉組織などの身体内の構造で後方散乱され、素子２０４に戻され
るエコーが生成される。エコーは受信器２０８により受け取られる。受け取ったエコーは
、受信ビーム形成を実施してＲＦ信号を出力するビーム形成器２１０を通過させる。次い
でこのＲＦ信号は、ＲＦプロセッサ２１２を通過させる。別法としてＲＦプロセッサ２１
２はＲＦ信号を復調してエコー信号を表すＩＱデータ対を形成する複素復調器（図示せず
）を含むことがある。ＲＦまたはＩＱ信号データは次いで、保存のためにメモリ２１４に
直接導かれることがある。
【００３３】
　上述の実施形態ではビーム形成器２１０は、送信／受信ビーム形成器として動作する。
代替的な一実施形態では探触子２０６は、探触子内部におけるサブアパーチャ受信ビーム
形成を伴う２Ｄアレイを含む。ビーム形成器２１０は各電気信号を、探触子２０６から受
け取った別の電気信号とで遅延、アポダイゼーション及び総和をとることがある。この総
和信号は、超音波ビームまたはラインからのエコーを表している。この総和信号はビーム
形成器２１０からＲＦプロセッサ２１２に出力される。ＲＦプロセッサ２１２は、複数の
走査面または異なる走査パターンを得るように異なるデータタイプ（例えば、Ｂモード、
カラードプラ（速度／パワー／分散）、組織ドプラ（速度）及びドプラエネルギー）を生
成することがある。例えばＲＦプロセッサ２１２は複数の走査面を得るように組織ドプラ
データを生成することがある。ＲＦプロセッサ２１２は、複数のデータスライスに関する
情報（例えば、Ｉ／Ｑ、Ｂモード、カラードプラ、組織ドプラ及びドプラエネルギー情報
）を収集し、タイムスタンプや向き／回転情報を含み得るデータ情報がメモリ２１４内に
保存される。
【００３４】
　超音波システム２００はさらに、収集した超音波情報（例えば、ＲＦ信号データまたは
ＩＱデータ対）を処理しディスプレイ２１８上に表示させる超音波情報フレームを作成す
るためのプロセッサ２１６を含む。プロセッサ２１６は、収集した超音波データに対して
複数の選択可能な超音波様式に従った１つまたは複数の処理操作を実施するように適応さ
せている。収集した超音波データは、エコー信号を受信しながら走査セッション中にリア
ルタイムで処理され表示されることがある。追加としてまたは別法として超音波データは
、走査セッションの間はメモリ２１４内に一時的に保存され、次いでオフライン動作で処
理され表示されることがある。
【００３５】
　プロセッサ２１６は、プロセッサ２１６の動作を制御し得るユーザインタフェース２２
４に接続されている（これについては、以下でさらに詳細に説明することにする）。ディ
スプレイ２１８は、ユーザに対して診断及び解析のための診断用超音波画像を含む患者情
報を提示している１つまたは複数のモニタを含む。メモリ２１４とメモリ２２２の一方ま
たは両方は、超音波データの２次元（２Ｄ）や３次元（３Ｄ）のデータ組を保存すること
があり、こうした２Ｄや３Ｄのデータ組は２Ｄ（及び／または３Ｄ画像）を提示するよう
にアクセスを受ける。これらの画像は修正されることがあり、またディスプレイ２１８の
表示設定はさらにユーザインタフェース２２４を用いて手作業で調整されることがある。
【００３６】
　さらにＲＯＩ規定モジュール２３０が設けられて、これがプロセッサ２１６に接続され
ている。幾つかの実施形態ではそのＲＯＩ規定モジュール２３０は、プロセッサ２１６ま
たはプロセッサ２１６の一部として提供されるハードウェア上で実行されるソフトウェア
とすることがある。ＲＯＩ規定モジュール２３０は、ＲＯＩ（例えば、本明細書でより詳
細に記載しているようなＲＯＩボックス）を規定または調整する。
【００３７】
　様々な実施形態について超音波システムと連携させて説明することがあるが、本方法及
びシステムは超音波撮像やその具体的な一構成に限定されないことに留意すべきである。
この様々な実施形態は、例えばＸ線撮像システム、磁気共鳴撮像（ＭＲＩ）システム、コ
ンピュータ断層（ＣＴ）撮像システム、陽電子放出断層（ＰＥＴ）撮像システム、あるい
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は複合した撮像システム（ただし、これらに限らない）を含む様々なタイプの撮像システ
ムと連携して実現させることができる。さらにこの様々な実施形態は非医用の撮像システ
ム（例えば、超音波式溶接試験システムや空港の手荷物スキャン装置などの非破壊検査シ
ステム）で実現することできる。
【００３８】
　図１０は、図９のプロセッサ２１６またはその一部分として具現化し得る超音波プロセ
ッサモジュール２３６の例示的なブロック図を表している。超音波プロセッサモジュール
１３６は、概念的にサブモジュールの集合体として図示しているが、専用のハードウェア
基板、ＤＳＰ、プロセッサ、その他の任意の組み合わせを利用して実現することもできる
。別法として、図１０のサブモジュールは、単一のプロセッサやプロセッサ間で機能動作
を分散させた複数のプロセッサを備えた市販のＰＣを利用して実現することもできる。別
の選択肢として、図１０のサブモジュールは、あるモジュール型機能は専用のハードウェ
アを利用して実行させる一方、残りのモジュール型機能は市販のＰＣその他を利用して実
行させるような混成構成を利用して実現することもできる。これらのサブモジュールはさ
らに、処理ユニット内部のソフトウェアモジュールの形で実現することもできる。
【００３９】
　図１０に示したサブモジュールの動作は、ローカルの超音波制御器２５０によって制御
されることや、プロセッサモジュール２３６によって制御されることがある。サブモジュ
ール２５２～２６４は中間プロセッサ動作を実行する。超音波プロセッサモジュール２３
６は超音波データ２７０を幾つかの形態のうちの１つの形態で受け取ることがある。図１
０の実施形態では、受け取った超音波データ２７０は、各データサンプルと関連付けされ
た実数成分と虚数成分を表すＩ、Ｑのデータ対からなる。このＩ、Ｑのデータ対は、カラ
ーフローサブモジュール２５２、パワードプラサブモジュール２５４、Ｂモードサブモジ
ュール２５６、スペクトルドプラサブモジュール２５８及びＭモードサブモジュール２６
０のうちの１つまたは幾つかに提供される。任意選択では、音響放射力インパルス（Ａｃ
ｏｕｓｔｉｃ　Ｒａｄｉａｔｉｏｎ　Ｆｏｒｃｅ　Ｉｍｐｕｌｓｅ：ＡＲＦＩ）サブモジ
ュール２６２及び組織ドプラ（ＴＤＥ）サブモジュール２６４（ただし、これらに限らな
い）などの別のサブモジュールを含むこともある。
【００４０】
　サブモジュール２５２～２６４のそれぞれは、カラーフローデータ２７２、パワードプ
ラデータ２７４、Ｂモードデータ２７６、スペクトルドプラデータ２７８、Ｍモードデー
タ２８０、ＡＲＦＩデータ２８２及び組織ドプラデータ２８４を作成するような対応する
方式によってＩ、Ｑのデータ対を処理するように構成させており、これらのデータはすべ
て後続の処理の前に一時的にメモリ２９０（あるいは、図９に示したメモリ２１４やメモ
リ２２２）内に保存されることがある。例えばＢモードサブモジュール２５６は、本明細
書でより詳細に記載しているような３面式（ｔｒｉｐｌａｎｅ）画像収集の場合などで複
数のＢモード画像面を含むＢモードデータ２７６を作成することがある。
【００４１】
　データ２７２～２８４は例えば、その各組が個々の１つの超音波画像フレームを規定し
ているようなベクトルデータ値の組として保存されることがある。これらのベクトルデー
タ値は一般に、極座標系に基づいて整理される。
【００４２】
　走査変換器サブモジュール２９２は、メモリ２９０にアクセスしてここから画像フレー
ムと関連付けされたベクトルデータ値を取得すると共に、このベクトルデータ値の組をデ
カルト座標に変換し表示向けに形式変換した超音波画像フレーム２９５を作成する。走査
変換器モジュール２９２が作成した超音波画像フレーム２９５は、後続の処理のためにメ
モリ２９０に戻すように提供されることや、メモリ２１４またはメモリ２２２に提供され
ることがある。
【００４３】
　走査変換器サブモジュール２９２が、例えばＢモード画像データその他に関連付けされ
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た超音波画像フレーム２９５を作成した後、この画像フレームはメモリ２９０内に再保存
されることや、バス２９６を介してデータベース（図示せず）、メモリ２１４、メモリ２
２２及び／または別のプロセッサに伝達されることがある。
【００４４】
　走査変換されたデータは、超音波画像フレームを作成するために映像表示向けのＸ、Ｙ
形式に変換されることがある。走査変換した超音波画像フレームは、映像を映像表示向け
のグレイスケールマッピングに対してマッピングする映像プロセッサを含むことがある表
示制御器（図示せず）に提供される。このグレイスケールマッピングは、表示グレイレベ
ルに対する未処理画像データの伝達関数を表すことがある。この映像データをグレイスケ
ール値にマッピングした後、表示制御器は、画像フレームを表示するために１つまたは複
数のモニタまたは表示ウィンドウを含むことがあるディスプレイ２１８（図９参照）を制
御する。ディスプレイ２１８に表示される画像は、その各データがディスプレイ内のそれ
ぞれの画素の強度または輝度を示している画像データフレームから作成される。
【００４５】
　再度図１０を見ると、２Ｄ映像プロセッササブモジュール２９４は異なるタイプの超音
波情報から作成されたフレームの１つまたは幾つかを合成する。例えば２Ｄ映像プロセッ
ササブモジュール２９４は、あるタイプのデータをグレイマップに対してマッピングし、
かつ別のタイプのデータをカラーマップに対してマッピングして映像表示することによっ
て異なる画像フレームを合成することがある。表示させる最終画像では、カラー画素デー
タがグレイスケール画素データ上に重ね合わせられて単一の多重モード画像フレーム２９
８（例えば、機能画像）を形成しており、この画像フレーム２９８は再度メモリ２９０内
に再保存されるか、バス２９６を介して伝達されている。連続した画像フレームは、メモ
リ２９０またはメモリ２２２（図９参照）内にシネループとして保存されることがある。
このシネループは、ユーザに対して表示させる画像データを取り込むための先入れ先出し
式の循環画像バッファを意味している。ユーザは、ユーザインタフェース２２４でフリー
ズコマンドを入力することによってこのシネループをフリーズさせることがある。ユーザ
インタフェース２２４は例えば、超音波システム２００（図９参照）内への情報入力に関
連付けさせたキーボード及びマウス、並びに別のすべての入力制御子を含むことがある。
【００４６】
　３Ｄプロセッササブモジュール３００はさらに、ユーザインタフェース２２４によって
制御を受けてメモリ２９０にアクセスし、３Ｄ超音波画像データを取得すると共に３次元
画像描出を周知のボリュームレンダリングやサーフェスレンダリングアルゴリズムを介す
るなどによって作成する。この３次元画像は、レイキャスティング（ｒａｙ－ｃａｓｔｉ
ｎｇ）、最大強度画素投影、その他などの様々な撮像技法を利用して作成されることがあ
る。
【００４７】
　図９の超音波システム２００は、ラップトップコンピュータやポケットサイズシステム
などの小型のシステム内や、より大型のコンソールタイプのシステムの形で具現化される
ことがある。図１１及び１２は小型システムを表しており、また図１３はより大型のシス
テムを表している。
【００４８】
　図１１は、３Ｄ超音波データまたは多重面超音波データを収集するように構成し得る探
触子３３２を有する３Ｄ機能小型化超音波システム３３０を表している。例えば探触子３
３２は、図９の探触子１０６に関連して上で検討したような２Ｄ素子アレイ１０４を有す
ることがある。オペレータからコマンドを受け取るためにユーザインタフェース３３４（
一体型ディスプレイ３３６を含むこともあり得る）が設けられている。本明細書で使用す
る場合に「小型化」とは、超音波システム３３０がハンドヘルド型または携行式のデバイ
スであるか、あるいはスタッフの手中、ポケット、書類カバンサイズのケース、あるいは
リュックサックで持ち運べるように構成されていることを意味している。例えば超音波シ
ステム３３０は、典型的なラップトップコンピュータのサイズを有する携行式デバイスと
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することがある。超音波システム３３０はオペレータにより容易に運搬することができる
。一体型ディスプレイ３３６（例えば、内部ディスプレイ）は例えば、１つまたは複数の
医用画像を表示するように構成されている。
【００４９】
　超音波データは、有線式またはワイヤレス式のネットワーク３４０（または、例えばシ
リアルケーブルやパラレルケーブルあるいはＵＳＢポートを介した直接接続）によって外
部デバイス３３８に送られることがある。幾つかの実施形態では、外部デバイス３３８は
ディスプレイを有するコンピュータまたはワークステーションとすることや、様々な実施
形態のＤＶＲとすることがある。別法として外部デバイス３３８は、携行式超音波システ
ム３３０からの画像データの受け取り並びに一体型ディスプレイ３３６を超える分解能を
有することがある画像の表示またはプリントアウトが可能な単独の外部ディスプレイまた
はプリンタとすることがある。
【００５０】
　図１２は、ディスプレイ３５２及びユーザインタフェース３５４が単一のユニットを形
成するような携行式またはポケットサイズの超音波撮像システム３５０を表している。一
例として、ポケットサイズ超音波撮像システム３５０は、幅が概ね２インチ、長さが概ね
４インチ及び深さが概ね０．５インチのポケットサイズや掌サイズの超音波システムとす
ることがあり、かつ重さは３オンス未満である。ポケットサイズ撮像システム３５０は一
般にディスプレイ３５２及びユーザインタフェース３５４を含んでおり、これらはキーボ
ードタイプのインタフェース及び走査用デバイス（例えば、超音波探触子３５６）に接続
するための入力／出力（Ｉ／Ｏ）ポートを含むことや含まないことがある。ディスプレイ
３５２は例えば、３２０×３２０画素のカラーＬＣＤディスプレイ（この上に医用画像３
９０を表示することができる）とすることがある。ユーザインタフェース３５４内には任
意選択で、ボタン３８２からなるタイプライター様のキーボード３６０が含まれることが
ある。
【００５１】
　マルチ機能制御子３８４にはそれぞれ、システムの動作モードに従った機能（例えば、
異なるビューの表示）を割り当てることができる。したがってマルチ機能制御子３８４の
それぞれは、複数の異なる作用を提供するように構成されることがある。ディスプレイ３
５２上には、必要に応じてマルチ機能制御子３８４に関連付けされたラベル表示エリア３
８６が含まれることがある。システム３５０はさらに、「フリーズ」、「深度制御子」、
「利得制御子」、「カラーモード」、「プリントアウト」及び「保存」（ただし、これら
に限らない）を含み得る特殊目的の機能のために追加的なキー及び／または制御子３８８
を有することがある。
【００５２】
　１つまたは複数のラベル表示エリア３８６は、表示させるビューを指示するため、ある
いはユーザが表示する撮像対象の異なるビューを選択できるようにするためのラベル３９
２を含むことがある。異なるビューの選択はまた、関連するマルチ機能制御子３８４を介
して提供されることがある。ディスプレイ３５２はまた、表示させた画像ビューに関する
情報を表示するためのテキスト表示エリア３９４（例えば、表示させた画像に関連するラ
ベル）を有することがある。
【００５３】
　寸法、重量及び電力消費が異なる小型化超音波システムや小型超音波システムと連係し
て様々な実施形態を実現できることに留意すべきである。例えばポケットサイズ超音波撮
像システム３５０と小型化超音波システム３３０はシステム２００（図９参照）と同じ走
査機能及び処理機能を提供することができる。
【００５４】
　図１２は、移動式台座４０２上に設けられた可搬式超音波撮像システム４００を表して
いる。可搬式超音波撮像システム４００のことを、カート式システムと呼ぶこともある。
ディスプレイ４０４及びユーザインタフェース４０６が設けられると共に、このディスプ
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レイ４０４はユーザインタフェース４０６と分離されていることや分離可能とさせること
があることを理解されたい。ユーザインタフェース４０６は任意選択ではタッチ式画面で
あり、これによってオペレータは表示されたグラフィックス、アイコン、その他に触れる
ことによってオプションを選択することが可能となる。
【００５５】
　ユーザインタフェース４０６はさらに、可搬式超音波撮像システム４００を（希望また
は必要に応じかつ／または典型的な提供形態で）制御するために使用できる制御ボタン４
０８を含む。ユーザインタフェース４０６は、超音波データや表示可能なその他のデータ
と対話するための物理的な取扱い、並びに情報の入力及び走査パラメータ、観察角度その
他の設定や変更をユーザに対して可能にさせる複数のインタフェースオプションを提供す
る。例えばキーボード４１０、トラックボール４１２及び／またはマルチ機能制御子４１
４が設けられることがある。
【００５６】
　この様々な実施形態は、ハードウェア、ソフトウェアあるいはこれらの組み合わせの形
で実現し得ることに留意すべきである。さらに、様々な実施形態及び／または構成要素（
例えば、モジュール、あるいはこれらの内部にある構成要素や制御器）は、１つまたは複
数のコンピュータまたはプロセッサの一部として実現させることができる。このコンピュ
ータやプロセッサは、コンピュータ処理デバイス、入力デバイス、表示ユニット、及び例
えばインターネットにアクセスするためのインタフェースを含むことがある。このコンピ
ュータやプロセッサは、マイクロプロセッサを含むことがある。このマイクロプロセッサ
は、通信バスと接続させることがある。このコンピュータやプロセッサはさらにメモリを
含むことがある。このメモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）や読出し専用メモリ
（ＲＯＭ）を含むことがある。このコンピュータやプロセッサはさらに、ハードディスク
ドライブ、あるいはフロッピー（商標）ディスクドライブ、光ディスクドライブ、その他
などの取外し可能な記憶ドライブとし得る記憶デバイスを含むことがある。この記憶デバ
イスはさらに、コンピュータプログラムその他の命令をコンピュータやプロセッサにロー
ドするための別の同様の手段とすることがある。
【００５７】
　本明細書で使用する場合、「コンピュータ」や「モジュール」という用語は、マイクロ
コントローラを用いたシステム、縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）、ＡＳＩＣ、
論理回路、及び本明細書に記載した機能を実行可能な別の任意の回路やプロセッサを含め
プロセッサベースまたはマイクロプロセッサベースの任意のシステムを含むことができる
。上述の例は単に例示であり、またしたがっていかなる意味においても「コンピュータ」
という用語の定義及び／または意味を限定することを意図していない。
【００５８】
　このコンピュータやプロセッサは、入力データを処理するために１つまたは複数の記憶
素子内に格納された１組の命令を実行する。この記憶素子はさらに、所望によりまたは必
要に応じて、データやその他の情報も保存することがある。この記憶素子は情報ソースの
形態とすることや、処理装置内部にある物理的な記憶素子とすることがある。
【００５９】
　この命令の組は、本発明の様々な実施形態の方法や処理などの指定の動作を実行するよ
うに処理装置としてのコンピュータまたはプロセッサに指令するための様々なコマンドを
含むことがある。この命令の組はソフトウェアプログラムの形態とすることがある。この
ソフトウェアは、システムソフトウェアやアプリケーションソフトウェアなど様々な形態
とすることがあり、またこれを有形で非一時的な（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）なコ
ンピュータ読み取り可能媒体として具現化させることもある。さらにこのソフトウェアは
、単独のプログラムやモジュール、より大きなプログラムの内部のプログラムモジュール
、あるいはプログラムモジュールの一部分からなる集合体の形態とすることがある。この
ソフトウェアはさらに、オブジェクト指向プログラミングの形態をしたモジュール型プロ
グラミングを含むことがある。処理装置による入力データの処理は、オペレータコマンド
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に応答すること、以前の処理結果に応答すること、あるいは別の処理装置が発した要求に
応答することがある。
【００６０】
　本明細書で使用する場合、「ソフトウェア」と「ファームウェア」という用語は置き換
え可能であり、ＲＡＭメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ及
び不揮発性ＲＡＭ（ＮＶＲＡＭ）メモリを含めコンピュータによって実行するためにメモ
リ内に保存された任意のコンピュータプログラムを含む。上述のメモリタイプは単に例示
であり、またしたがってコンピュータプログラムの記憶に使用可能なメモリのタイプを限
定するものではない。
【００６１】
　上の記述は例示であって限定でないことを理解されたい。例えば上述の実施形態（及び
／または、その態様）は、互いに組み合わせて使用することができる。さらに、具体的な
状況や材料を様々な実施形態の教示に適応させるようにその趣旨を逸脱することなく多く
の修正を実施することができる。本明細書内に記載した材料の寸法及びタイプが様々な実
施形態のパラメータを規定するように意図していても、これらの実施形態は決して限定で
はなく実施形態の例示である。上の記述を検討することにより当業者には別の多くの実施
形態が明らかとなろう。様々な実施形態の範囲はしたがって、添付の特許請求の範囲、並
びに本請求範囲が規定する等価物の全範囲を参照しながら決定されるべきである。添付の
特許請求の範囲では、「を含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」や「ようになった（ｉｎ　ｗｈ
ｉｃｈ）」という表現を「を備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」や「であるところの（ｗ
ｈｅｒｅｉｎ）」という対応する表現に対する平易な英語表現として使用している。さら
に添付の特許請求の範囲では、「第１の」、「第２の」及び「第３の」その他の表現を単
にラベル付けのために使用しており、その対象に対して数値的な要件を課すことを意図し
たものではない。さらに、添付の特許請求の範囲の限定は手段プラス機能形式で記載して
おらず、また３５　Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１２、第６パラグラフに基づいて解釈されるように
意図したものでもない（ただし、本特許請求の範囲の限定によって「のための手段（ｍｅ
ａｎｓ　ｆｏｒ）」の表現に続いて追加的な構造に関する機能排除の記述を明示的に用い
る場合を除く）。
【００６２】
　この記載では、様々な実施形態（最適の形態を含む）を開示するため、並びに当業者に
よる任意のデバイスやシステムの製作と使用及び組み込んだ任意の方法の実行を含む様々
な実施形態の実施を可能にするために例を使用している。この様々な実施形態の特許性の
ある範囲は本特許請求の範囲によって規定していると共に、当業者により行われる別の例
を含むことができる。こうした別の例は、その例が本特許請求の範囲の文字表記と異なら
ない構造要素を有する場合や、その例が本特許請求の範囲の文字表記と実質的に差がない
等価的な構造要素を有する場合があるが、本特許請求の範囲の域内にあるように意図した
ものである。
【符号の説明】
【００６３】
　３０　方法
　３２　複数の画像スライスから形成される超音波データ組内で少なくとも２つの異なる
画像面を取得する
　３４　画像面のそれぞれごとに関心領域（ＲＯＩ）ボックスの一つの辺について有意な
エッジを決定する
　３６　各ＲＯＩごとに決定した有意エッジを比較する
　３８　有意エッジが概ね同じ箇所にあるか？
　４０　ＲＯＩを調整しない
　４２　各画像面内で決定した有意エッジの輪郭に合わせて曲線を当てはめる
　４４　関心対象のサイズに合わせてＲＯＩをシフト及び／またはズームさせる
　４６　各画像面上にＲＯＩボックスを表示する
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　４８　ＲＯＩがユーザ調整されたか？
　５０　ＲＯＩの画像をレンダリングする
　５２　ＲＯＩを調整しＲＯＩの画像をレンダリングする
　６０　スクリーンショット
　６２　画像面
　６４　画像面
　６６　画像面
　６８　ＲＯＩボックス
　６９　境界
　７０　ＲＯＩボックス
　７１　境界
　７２　ＲＯＩボックス
　７４　画像
　７６　ＲＯＩボックス
　７８　胎児
　８０　レンダリング済み組織
　９０　スクリーンショット
　９２　画像面
　９４　ボリューム
　１００　スクリーンショット
　１０２　画像面
　１０４　素子
　１０６　探触子
　１１０　スクリーンショット
　１１２　面
　１２０　画像
　１２２　画像
　１２４　輪郭線
　１２６　輪郭線
　１２８　中心点
　１３０　中心点
　１３６　超音波プロセッサモジュール
　１４０　顔
　１９０　医用画像
　２００　超音波システム
　２０２　送信器
　２０４　素子
　２０６　探触子
　２０８　受信器
　２１０　ビーム形成器
　２１２　ＲＦプロセッサ
　２１４　メモリ
　２１６　プロセッサ
　２１８　ディスプレイ
　２２２　メモリ
　２２４　ユーザインタフェース
　２３０　ＲＯＩ規定モジュール
　２３６　超音波プロセッサモジュール
　２５０　超音波制御器
　２５２　カラーフローサブモジュール
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　２５４　パワードプラサブモジュール
　２５６　Ｂモードサブモジュール
　２５８　スペクトルドプラサブモジュール
　２６０　Ｍモードサブモジュール
　２６２　ＡＲＦＩサブモジュール
　２６４　組織ドプラ（ＴＤＥ）サブモジュール
　２７０　超音波データ
　２７２　カラーフローデータ
　２７４　パワードプラデータ
　２７６　Ｂモードデータ
　２７８　スペクトルドプラデータ
　２８０　Ｍモードデータ
　２８２　ＡＲＦＩデータ
　２８４　組織ドプラデータ
　２９０　メモリ
　２９２　走査変換器サブモジュール
　２９４　プロセッササブモジュール
　２９５　超音波画像フレーム
　２９６　バス
　２９８　画像フレーム
　３００　プロセッササブモジュール
　３３０　超音波システム
　３３２　探触子
　３３４　ユーザインタフェース
　３３６　一体型ディスプレイ
　３３８　外部デバイス
　３４０　ワイヤレスネットワーク
　３５０　超音波撮像システム
　３５２　ディスプレイ
　３５４　ユーザインタフェース
　３５６　超音波探触子
　３８０　タイプライタ様のキーボード
　３８２　ボタン
　３８４　マルチ機能制御子
　３８６　ラベル表示エリア
　３８８　制御子
　３９２　ラベル
　３９４　テキスト表示エリア
　４００　超音波撮像システム
　４０２　移動式台座
　４０４　ディスプレイ
　４０６　ユーザインタフェース
　４０８　制御ボタン
　４１０　キーボード
　４１２　トラックボール
　４１４　マルチ機能制御子
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